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慶
暦
後
期
の
梅
堯
臣
詩
に
つ
い
て
大
井
さ
き
は
じ
め
に
梅
堯
臣
（
一
〇
〇
二
- 一
〇
六
〇
）
の
詩
を
制
作
年
に
従
っ
て
見
て
い
く
と
、
詩
か
ら
受
け
る
印
象
が
そ
の
前
後
と
は
少
し
異
な
る
期
間
が
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
そ
れ
は
だ
い
た
い
仁
宗
の
慶
暦
年
間
（
一
〇
四
一
- 一
〇
四
八
）
の
後
半
に
あ
た
る
。
本
稿
で
は
範
囲
を
慶
暦
四
（
一
〇
四
四
）
年
か
ら
慶
暦
八
（
一
〇
四
八
）
年
ま
で
、
梅
堯
臣
の
年
齢
で
言
え
ば
四
十
三
歳
か
ら
四
十
七
歳
ま
で
の
五
年
間
に
定
め
「
慶
暦
後
期
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
、
こ
の
時
期
の
詩
で
目
に
つ
く
の
は
、
夜
中
に
騒
ぐ
ネ
ズ
ミ
や
、
シ
ラ
ミ
取
り
の
一
場
面
な
ど
、
唐
代
ま
で
詩
の
主
題
と
さ
れ
る
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
事
物
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
虫
を
主
題
と
す
る
詩
に
注
目
す
る
と
、
慶
暦
後
期
と
そ
［
１
］
の
他
の
時
期
と
の
差
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
慶
暦
三
（
一
〇
四
三
）
年
以
前
…
…
「
聚
蚊
「
舟
中
聞
蛩
（
一
」
」
〇
三
四
「
秋
日
詠
蟬
（
一
〇
三
七
「
詠
蜘
蛛
（
一
）、
」
）、
」
〇
四
〇
）
慶
暦
四
（
一
〇
四
四
）
年
…
…
「
觀
居
寧
畫
草
蟲
「
蜂
」
」
（
）
「
」
慶
暦
五
一
〇
四
五
年
…
…
師
厚
云
蝨
古
未
有
詩
邀
予
賦
之
「
蚯
蚓
」
（
）
「
」「
」
慶
暦
六
一
〇
四
六
年
…
…
二
月
雨
後
有
蚊
蚋
秀
叔
頭
蝨
「
蜜
「
孫
曼
叔
暮
行
汴
上
見
鶻
擊
蝙
蝠
以
去
語
於
予
」
」
慶
暦
七
（
一
〇
四
七
）
年
…
…
「
捫
蝨
得
蚤
」
慶
暦
八
（
一
〇
四
八
）
年
…
…
「
十
月
菊
上
蜂
」
皇
祐
元
（
一
〇
四
九
）
年
以
降
…
…
「
八
月
九
日
晨
興
如
厠
有
鴉
啄
蛆
（
一
〇
四
九
「
守
宮
（
一
〇
五
〇
「
赤
蟻
辭
」
）、
」
）、
送
楊
叔
武
廣
南
招
安
「
依
韻
和
達
觀
師
聞
蟬
（
一
〇
五
」
」
二
「
依
韻
沖
卿
秋
蟲
（
一
〇
五
三
「
夏
蟲
（
一
）、
」
）、
」
吳
）、「
」「
」（
）、「
」「
」
〇
五
四
初
聞
蛙
促
織
一
〇
五
五
蠅
蟬
「
蛙
「
蚊
（
一
〇
五
六
）
」
」
傍
線
を
引
い
た
詩
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
シ
ラ
ミ
（
蝨
、
ミ
ミ
ズ
）
（
蚯
蚓
、
コ
ウ
モ
リ
（
蝙
蝠
、
ノ
ミ
（
蚤
、
ウ
ジ
（
蛆
、
ヤ
）
）
）
）
モ
リ
（
守
宮
）
は
、
唐
ま
で
の
詩
に
は
主
題
と
し
て
描
か
れ
た
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
虫
で
あ
る
。
対
し
て
慶
暦
後
期
の
前
後
（
、
、
）
（
）
に
う
た
わ
れ
て
い
る
コ
オ
ロ
ギ
蛩
秋
蟲
促
織
や
セ
ミ
蟬
、
。
、
は
古
来
し
ば
し
ば
詩
に
詠
じ
ら
れ
て
き
た
虫
で
あ
る
さ
ら
に
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（
）
（「
」
ハ
チ
蜂
を
う
た
う
詩
も
慶
暦
後
期
に
の
み
見
ら
れ
る
が
蜂
「
蜜
「
十
月
菊
上
蜂
、
唐
代
ま
で
の
詩
に
お
い
て
ハ
チ
が
主
」
」）
題
と
な
る
頻
度
は
、
セ
ミ
や
コ
オ
ロ
ギ
ほ
ど
高
く
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
虫
に
注
目
し
た
限
り
で
は
、
従
来
の
詩
に
あ
ま
り
詠
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
が
慶
暦
後
期
に
集
中
し
て
う
た
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
慶
暦
後
期
と
そ
の
前
後
の
時
期
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
首
ず
つ
カ
（
蚊
）
を
詠
じ
た
詩
が
あ
る
。
景
祐
元
（
一
〇
三
四
）
年
す
な
わ
ち
慶
暦
後
期
よ
り
前
の
時
期
の
作
で
あ
る
「
聚
蚊
」
は
、
蚊
及
び
他
数
種
の
虫
を
用
い
て
人
間
社
会
を
描
き
出
し
た
、
寓
意
。
、
「
」
、
の
詩
で
あ
る
一
方
慶
暦
六
年
の
二
月
雨
後
有
蚊
蚋
詩
は
蚊
の
い
る
実
際
の
風
景
を
写
し
と
っ
て
自
身
の
感
慨
を
述
べ
た
も
の
で
、
前
者
と
は
大
き
く
印
象
が
異
な
る
。
慶
暦
よ
り
後
の
時
期
の
作
「
蚊
」
は
、
船
旅
中
の
徒
然
に
作
っ
た
と
さ
れ
る
一
群
の
詠
物
詩
の
内
の
一
首
で
、
こ
ち
ら
も
「
二
月
雨
後
有
蚊
蚋
」
詩
と
は
ま
た
違
っ
た
蚊
の
取
り
あ
げ
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
く
蚊
を
描
く
に
し
て
も
、
詩
中
で
蚊
が
担
う
役
割
に
は
慶
暦
後
期
と
そ
の
前
後
の
期
間
と
の
間
に
少
々
差
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
で
は
、
虫
を
う
た
う
詩
以
外
に
つ
い
て
も
、
慶
暦
後
期
が
梅
堯
臣
の
詩
作
活
動
に
お
い
て
特
徴
的
な
時
期
で
あ
る
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
慶
暦
後
期
と
そ
れ
以
前
の
詩
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
時
期
の
間
で
本
当
に
詩
に
変
化
が
生
じ
て
い
る
と
言
え
る
の
か
、
言
え
る
の
で
あ
れ
ば
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
点
が
変
わ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
一
先
行
研
究
慶
暦
後
期
に
関
し
て
は
、
筧
文
生
氏
に
言
及
が
あ
る
。
例
え
ば
「
梅
堯
臣
論
に
お
い
て
、
梅
堯
臣
に
は
従
来
の
詩
に
う
た
わ
」
［
２
］
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
事
物
を
あ
え
て
取
り
上
げ
て
う
た
う
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
が
慶
暦
五
、
六
年
頃
よ
り
強
く
な
る
よ
う
だ
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
、
日
常
生
活
の
細
部
を
詩
に
詠
み
込
む
と
い
う
、
。
、
傾
向
も
こ
の
頃
に
顕
著
に
な
る
と
い
う
そ
の
代
表
例
と
し
て
シ
ラ
ミ
や
ミ
ミ
ズ
を
う
た
う
詩
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
筧
氏
の
言
及
は
大
概
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
た
だ
従
来
見
ら
れ
な
い
日
。
、「
」「
常
を
う
た
う
」
と
い
う
言
説
は
や
や
曖
昧
で
、
そ
う
で
あ
る
か
否
か
の
判
断
が
難
し
い
。
そ
う
し
た
詩
が
現
存
す
る
梅
堯
臣
の
詩
の
、
、
中
に
ど
れ
ほ
ど
あ
り
何
が
ど
の
よ
う
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
具
体
的
な
と
こ
ろ
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
筧
氏
以
外
の
論
を
見
て
も
、
従
来
の
詩
に
見
ら
れ
な
い
事
物
を
詠
じ
る
、
日
常
生
活
を
描
く
と
い
っ
た
傾
向
に
つ
い
て
代
表
例
を
挙
げ
て
解
説
し
て
は
い
て
も
、
や
は
り
梅
堯
臣
の
個
々
の
詩
に
対
し
て
具
体
的
な
分
析
を
施
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
可
能
な
限
り
客
観
的
な
基
準
を
設
け
て
改
め
て
分
析
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
筧
氏
の
説
を
補
強
あ
る
い
は
修
正
し
、
慶
暦
後
期
に
お
け
る
詩
作
の
実
態
を
少
し
で
も
明
白
な
も
の
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
二
慶
暦
後
期
の
概
況
具
体
的
な
詩
に
つ
い
て
分
析
す
る
前
に
、
慶
暦
後
期
の
上
限
と
下
限
を
定
め
た
根
拠
と
な
る
状
況
と
、
そ
こ
か
ら
わ
か
る
こ
と
に
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つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
一
点
目
は
、
詩
の
量
の
変
化
で
あ
る
。
朱
東
潤
『
梅
堯
臣
詩
編
年
校
注
に
収
録
さ
れ
た
詩
篇
』
［
３
］
の
数
を
年
ご
と
に
並
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
巻
数
制
作
年
詩
の
数
巻
一
一
〇
三
一
首58
巻
二
一
〇
三
二
首60
巻
三
一
〇
三
三
首12
巻
四
一
〇
三
四
首51
巻
五
一
〇
三
五
首23
巻
六
一
〇
三
六
首19
巻
七
一
〇
三
七
首39
巻
八
一
〇
三
八
首52
巻
九
一
〇
三
九
首35
巻
一
〇
一
〇
四
〇
首42
巻
一
一
一
〇
四
一
首40
巻
一
二
一
〇
四
二
首
合
計
首
52
518
巻
一
三
一
〇
四
三
首
年
平
均
首
35
40
巻
一
四
一
〇
四
四
首105
巻
一
五
一
〇
四
五
首133
巻
一
六
一
〇
四
六
首152
巻
一
七
一
〇
四
七
首
合
計
首
112
778
巻
一
八
一
〇
四
八
首
四
四
～
四
七
年
は
年
平
均
首
276
125
巻
一
九
一
〇
四
九
首48
巻
二
〇
一
〇
五
〇
首63
巻
二
一
一
〇
五
一
首82
巻
二
二
一
〇
五
二
首149
巻
二
三
一
〇
五
三
首176
巻
二
四
一
〇
五
四
首105
巻
二
五
一
〇
五
五
首186
巻
二
六
一
〇
五
六
首220
巻
二
七
一
〇
五
七
首211
巻
二
八
一
〇
五
八
首165
巻
二
九
一
〇
五
九
首177
巻
三
〇
一
〇
六
〇
首
※
詩
人
は
こ
の
年
の
四
月
に
死
去
37
慶
暦
三
（
一
〇
四
三
）
年
以
前
に
お
け
る
詩
の
収
録
数
は
、
年
間
平
均
四
〇
首
で
あ
る
。
一
方
の
慶
暦
後
期
は
、
突
出
し
て
多
い
慶
暦
八
（
一
〇
四
八
）
年
（
二
七
六
首
）
を
除
く
四
年
間
の
年
間
平
均
が
一
二
五
首
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
三
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
合
計
は
、
慶
暦
三
年
以
前
の
十
四
年
間
で
五
一
八
首
、
慶
暦
後
期
の
四
年
間
で
七
七
八
首
で
あ
る
。
詩
型
や
詩
ご
と
の
句
数
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
が
、
慶
暦
後
期
と
そ
れ
以
前
と
で
は
、
収
録
さ
れ
た
詩
の
数
が
大
幅
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
増
加
の
原
因
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
詩
人
の
生
活
環
境
が
詩
の
制
作
量
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
の
ほ
か
、
も
っ
と
根
本
的
な
所
で
詩
集
の
編
纂
過
程
や
編
年
の
問
題
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
様
々
な
要
因
を
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
だ
- 64 -
ろ
う
。
と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
に
多
量
の
詩
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
け
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
慶
暦
後
期
は
詩
作
活
動
が
盛
ん
な
時
期
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
二
点
目
に
、
梅
堯
臣
の
生
活
環
境
の
変
化
を
指
摘
で
き
る
。
慶
暦
後
期
の
梅
堯
臣
が
、
そ
れ
以
前
よ
り
詩
作
を
行
い
や
す
い
環
境
に
い
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。
、
、
慶
暦
三
年
以
前
梅
堯
臣
は
洛
陽
で
過
ご
し
た
数
年
間
を
除
き
長
年
地
方
官
と
し
て
各
地
を
転
々
と
し
て
い
た
。
特
に
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
南
方
の
都
市
を
中
心
に
滞
在
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
略
歴
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
天
聖
九
年
河
南
県
（
河
南
省
洛
陽
市
）
主
簿
と
な
る
。
銭
惟
一
〇
三
一
演
（
九
七
七
- 一
〇
三
四
、
欧
陽
脩
（
一
〇
〇
七
（
）
）
- 一
〇
七
二
）
ら
と
詩
を
唱
和
す
る
。
天
聖
十
、
妻
の
兄
謝
絳
（
九
九
四
- 一
〇
三
九
）
が
河
南
府
通
明
道
元
年
判
と
な
っ
た
た
め
、
河
陽
県
（
河
南
省
孟
州
市
）
一
〇
三
二
主
簿
に
転
任
す
る
。
（
）
明
道
二
年
徳
興
県
（
江
西
省
徳
興
市
）
の
令
に
任
ぜ
ら
れ
る
一
〇
三
三
が
、
実
際
に
は
行
か
ず
、
河
陽
と
洛
陽
の
間
を
行
（
）
き
来
し
て
い
た
と
い
う
。
十
二
月
に
汴
京
（
河
［
４
］
南
省
開
封
市
）
へ
向
か
う
。
景
祐
元
年
科
挙
を
受
験
し
下
第
す
る
。
八
月
、
汴
京
を
発
し
一
〇
三
四
建
徳
県
（
浙
江
省
建
徳
市
）
へ
向
か
う
。
（
）
景
祐
二
～
五
建
徳
県
令
と
し
て
四
年
間
勤
務
す
る
。
任
期
満
了
、
宝
元
元
年
後
、
汴
京
に
戻
る
。
（
一
〇
三
五
）
～
三
八
（
）
。
宝
元
二
年
襄
城
県
河
南
省
許
昌
市
襄
城
県
の
令
と
な
る
（
）
一
〇
三
九
宝
元
三
、
秋
、
襄
城
に
て
徴
兵
令
に
苦
し
む
民
の
姿
を
目
の
康
定
元
年
当
た
り
に
し
、
自
ら
の
無
力
さ
を
歎
い
て
辞
職
す
一
〇
四
〇
る
。
鄧
州
（
河
南
省
鄧
州
市
）
へ
向
か
い
前
年
に
（
）
死
去
し
た
謝
絳
を
弔
う
。
康
定
二
、
鄧
州
よ
り
汴
京
へ
戻
る
。
秋
、
湖
州
（
浙
江
省
湖
）
、
。
慶
暦
元
年
州
市
の
監
税
官
に
任
ぜ
ら
れ
汴
京
を
離
れ
る
（
）
一
〇
四
一
慶
暦
二
湖
州
に
て
三
年
間
勤
務
す
る
。
～
三
年
（
一
〇
四
二
）
～
四
三
一
方
、
慶
暦
後
期
は
許
昌
（
河
南
省
許
昌
市
）
と
都
汴
京
が
活
- 65 -
動
の
中
心
で
あ
っ
た
。
一
ヶ
所
に
一
年
以
上
滞
在
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
汴
京
周
辺
の
地
域
を
巡
り
、
そ
の
地
の
知
識
人
と
交
流
を
も
っ
た
。
慶
暦
四
年
春
、
湖
州
で
の
任
期
を
終
え
て
汴
京
へ
と
戻
る
。
一
〇
四
四
道
中
、
七
月
七
日
に
妻
の
謝
氏
を
、
つ
い
で
次
男
（
）
の
十
十
を
失
う
。
慶
暦
五
年
六
月
二
十
一
日
、
許
昌
忠
武
軍
節
度
判
官
と
し
て
一
〇
四
五
汴
京
を
発
ち
許
昌
へ
向
か
う
。
（
）
慶
暦
六
年
再
婚
の
た
め
一
旦
汴
京
に
戻
る
。
春
に
許
昌
を
発
（
）
、
（
）
、
一
〇
四
六
ち
先
に
汝
州
河
南
省
汝
州
市
に
立
ち
寄
り
八
月
、
汴
京
に
て
妻
刁
氏
を
迎
え
る
。
帰
途
に
潁
州
（
安
徽
省
阜
陽
市
）
に
立
ち
寄
っ
て
元
宰
相
の
晏
殊
（
九
九
一
- 一
〇
五
五
）
と
面
会
、
年
末
、
許
昌
に
戻
る
。
慶
暦
七
年
秋
、
任
期
満
了
と
な
り
許
昌
を
離
れ
る
。
九
月
十
一
〇
四
七
六
日
、
汴
京
に
到
着
。
（
）
慶
暦
八
年
春
、
汴
京
に
て
国
子
博
士
と
な
る
。
夏
、
刁
氏
を
一
〇
四
八
連
れ
て
故
郷
宣
城
（
安
徽
省
宣
城
市
）
へ
帰
る
。
（
）
秋
、
晏
殊
に
招
か
れ
陳
州
（
河
南
省
周
口
市
淮
陽
）
。
、
県
鎮
安
軍
節
度
判
官
と
し
て
赴
任
す
る
道
中
（
）
。
揚
州
江
蘇
省
揚
州
市
で
欧
陽
脩
と
再
会
す
る
皇
祐
元
（
一
〇
四
九
）
年
以
降
は
、
服
喪
の
た
め
数
年
間
を
故
郷
宣
城
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
と
は
ま
た
状
況
が
異
な
る
。
慶
暦
後
期
に
は
、
表
に
名
前
が
見
え
る
人
物
の
他
に
も
、
都
で
は
甥
の
謝
景
初
（
一
〇
二
〇
- 一
〇
八
四
）
や
宋
敏
求
（
一
〇
一
九
- 一
〇
七
九
）
兄
弟
を
は
じ
め
と
す
る
数
人
の
友
人
ら
と
、
許
昌
で
は
韓
維
（
一
〇
一
七
- 一
〇
九
八
）
ら
八
兄
弟
お
よ
び
そ
の
親
族
ら
と
、
盛
ん
な
交
流
を
行
っ
た
。
詩
集
に
は
、
彼
ら
と
応
酬
し
た
詩
。
、
や
競
作
し
た
詩
が
数
多
く
見
ら
れ
る
対
す
る
慶
暦
三
年
以
前
は
特
定
の
人
物
と
複
数
回
に
渡
っ
て
や
り
取
り
し
た
よ
う
な
形
跡
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
。
生
活
環
境
、
と
り
わ
け
交
友
関
係
の
変
化
は
、
梅
堯
臣
の
詩
作
活
動
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
が
高
い
。
交
流
の
相
手
は
、
詩
作
の
場
の
共
有
者
も
し
く
は
詩
の
読
者
と
な
り
う
る
点
で
、
詩
作
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
慶
暦
後
期
に
詩
人
の
生
活
環
境
が
変
化
し
た
と
い
う
事
実
は
、
こ
の
頃
に
梅
堯
臣
の
詩
が
量
的
に
も
質
的
に
も
変
化
し
た
と
い
う
可
能
性
を
補
強
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
三
「
従
来
の
詩
に
見
ら
れ
な
い
」
事
物
を
う
た
う
詩
先
述
の
通
り
、
虫
を
主
題
と
す
る
詩
に
限
っ
て
言
え
ば
、
慶
暦
後
期
の
詩
に
は
「
従
来
の
詩
に
あ
ま
り
詠
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
」
を
う
た
う
と
い
う
特
徴
が
確
か
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
時
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期
に
「
従
来
の
詩
に
あ
ま
り
詠
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
も
の
」
を
う
た
う
と
い
う
傾
向
は
、
筧
文
生
氏
に
も
指
摘
が
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
虫
を
う
た
う
詩
以
外
に
つ
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
調
査
を
行
っ
た
。
は
じ
め
に
必
要
な
の
が
「
従
来
の
詩
に
見
ら
れ
な
い
」
事
物
に
、
該
当
す
る
も
の
を
特
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
梅
堯
臣
が
主
題
と
し
て
描
い
た
事
物
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
次
の
三
つ
の
場
合
が
あ
っ
た
。
一
、
唐
以
前
の
詩
に
主
題
と
し
て
の
用
例
が
一
例
も
見
ら
れ
な
い
二
、
唐
以
前
の
詩
に
主
題
と
し
て
の
用
例
が
見
ら
れ
る
が
少
数
に
留
ま
る
三
、
唐
以
前
の
詩
に
主
題
と
し
て
の
用
例
が
大
量
に
見
ら
れ
る
主
題
と
し
て
の
用
例
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
（
右
の
一
と
二
に
あ
た
る
）
事
物
で
も
、
描
写
の
一
部
と
し
て
の
用
例
が
多
数
見
ら
れ
る
場
合
と
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
場
合
と
が
あ
っ
た
。
慶
暦
五
年
の
詩
に
「
師
厚
云
蝨
古
未
有
詩
邀
予
賦
之
（
師
厚
云
ふ
『
蝨
古
よ
り
未
だ
詩
有
ら
ず
』
と
。
予
に
邀
め
て
之
を
賦
せ
、
し
ら
み
わ
れ
も
と
し
む
」
と
題
す
る
も
の
が
あ
る
。
梅
堯
臣
ら
は
シ
ラ
ミ
を
従
来
の
）
詩
に
見
ら
れ
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
描
写
の
一
部
と
し
て
シ
ラ
ミ
を
う
た
う
詩
は
、
隋
以
前
に
三
首
、
唐
代
に
三
十
三
首
あ
り
、
し
か
も
無
名
な
詩
人
の
作
ば
か
り
で
は
な
い
。
作
者
の
中
に
は
李
白
、
杜
甫
、
韓
愈
、
白
居
易
ら
が
お
り
、
李
白
と
韓
愈
に
至
っ
て
は
、
シ
ラ
ミ
の
描
写
を
含
む
詩
が
一
首
に
留
ま
ら
な
い
。
す
る
と
「
未
だ
詩
有
ら
ず
」
と
は
、
シ
ラ
ミ
を
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
詩
が
存
在
し
な
い
、
も
し
く
は
そ
の
数
が
圧
倒
的
に
少
な
い
と
の
認
識
を
示
す
だ
ろ
う
。
も
う
一
点
補
足
す
る
と
、
梅
堯
臣
詩
の
調
査
の
過
程
で
、
あ
る
事
物
の
主
題
と
し
て
の
用
例
数
と
描
写
の
一
部
と
し
て
の
用
例
数
と
は
、
必
ず
し
も
比
例
し
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
例
え
ば
「
鼠
」
に
は
百
を
越
え
る
用
例
が
あ
り
、
わ
び
し
げ
な
風
景
を
描
き
出
す
場
合
な
ど
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
が
、
主
題
と
し
て
う
た
わ
れ
た
例
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
描
写
に
用
い
や
す
い
こ
と
と
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
は
別
な
の
で
あ
る
。
以
上
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
主
題
と
し
て
う
た
わ
れ
た
用
例
数
の
方
に
判
断
の
基
準
を
置
く
こ
と
と
す
る
。
「
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
い
う
線
引
き
は
難
し
い
が
、
ひ
と
ま
ず
唐
代
ま
で
の
詩
に
お
い
て
主
題
と
し
て
う
た
わ
れ
た
例
が
五
例
以
下
だ
っ
た
事
物
を
抜
き
出
し
た
。
そ
の
事
物
を
詠
じ
た
梅
堯
臣
詩
の
題
と
制
作
年
、
具
体
的
な
用
例
数
を
併
せ
、
年
代
順
に
並
べ
る
と
以
下
の
通
り
に
な
る
。
慶
暦
三
年
以
前
詩
題
詠
物
対
象
用
例
数
制
作
年
( ～
隋
／
唐
)
尹
師
魯
治
第
伐
樗
樗
０
／
２
一
〇
三
一
錦
竹
錦
竹
０
／
１
一
〇
三
一
水
葒
水
葒
０
／
０
一
〇
三
一
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尹
子
漸
歸
華
産
茯
苓
若
人
形
茯
苓
０
／
３
一
〇
三
一
者
賦
以
贈
行
余
居
御
橋
南
夜
聞
祅
鳥
鳴
效
祅
鳥
０
／
１
一
〇
三
四
（
１
）
昌
黎
體
提
壺
鳥
提
壺
鳥
０
／
２
一
〇
三
五
青
梅
青
梅
果
実
０
／
０
一
〇
三
五
（
）
九
月
見
梅
花
梅
花
０
／
２
一
〇
三
五
陶
者
陶
者
０
／
０
一
〇
三
六
巧
婦
巧
婦
（
鳥
）
０
／
０
一
〇
三
六
（
２
）
白
鷴
白
鷴
０
／
２
一
〇
三
七
水
輪
詠
水
輪
０
／
０
一
〇
三
七
禽
言
四
首
子
規
禽
言
一
〇
三
七
（
３
）
禽
言
四
首
提
壺
一
〇
三
七
禽
言
四
首
山
鳥
一
〇
三
七
禽
言
四
首
竹
雞
一
〇
三
七
採
白
朮
白
朮
０
／
１
一
〇
三
七
銅
坑
銅
坑
０
／
０
一
〇
三
七
范
饒
州
坐
中
客
語
食
河
豚
魚
河
豚
魚
０
／
０
一
〇
三
八
詠
苜
蓿
苜
蓿
０
／
１
一
〇
三
八
奉
陪
覽
秀
亭
０
／
０
一
〇
三
九
拋
堶
拋
堶
詠
蜘
蛛
蜘
蛛
０
／
４
一
〇
四
〇
冬
雷
冬
雷
０
／
２
一
〇
四
二
（
１
）
擬
体
詩
の
た
め
先
行
作
品
が
存
在
す
る
が
、
他
に
祅
鳥
（
妖
鳥
、
及
び
訓
狐
）
を
詠
じ
た
例
は
見
ら
れ
な
い
の
で
こ
こ
に
挙
げ
る
。
慶
暦
八
年
の
「
擬
韓
吏
部
射
訓
狐
」
詩
も
同
様
で
あ
る
。
（
２
）
巧
婦
（
ミ
ソ
サ
ザ
イ
）
は
鴟
鴞
と
も
い
う
。
こ
の
詩
は
『
詩
経
』
豳
風
「
鴟
鴞
」
に
に
基
づ
く
が
、
唐
ま
で
の
詩
で
他
に
こ
れ
を
主
題
と
す
る
も
の
が
一
例
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
こ
こ
に
挙
げ
る
。
（
）「
」
、
、
３
禽
言
詩
は
鳥
の
鳴
き
声
を
表
す
語
を
詩
句
の
中
に
入
れ
つ
つ
そ
れ
を
声
と
し
て
で
は
な
く
語
の
本
来
の
意
味
で
用
い
て
情
感
な
ど
を
表
現
す
る
詩
で
、
梅
堯
臣
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
る
。
蘇
軾
の
「
五
禽
言
五
首
」
の
序
に
「
梅
聖
兪
嘗
作
『
四
禽
言
。
余
謫
黄
州
、
寓
居
定
惠
』
院
。
遶
舍
皆
茂
林
修
竹
、
荒
池
蒲
葦
。
春
夏
之
交
、
鳴
鳥
百
族
、
土
人
多
以
其
聲
之
似
者
名
之
、
遂
用
聖
兪
體
作
『
五
禽
言
（
梅
聖
兪
嘗
』。
『
』
。
、
。
て
四
禽
言
を
作
る
余
黄
州
に
謫
せ
ら
れ
定
惠
院
に
寓
居
す
わ
れ
舍
を
遶
り
て
皆
茂
林
修
竹
、
荒
池
蒲
葦
な
り
。
春
夏
の
交
、
鳴
鳥
め
ぐ、
、
百
族
し
土
人
多
く
其
の
聲
の
似
た
る
者
を
以
て
之
を
名
づ
く
れ
ば
遂
に
聖
兪
の
體
を
用
ひ
て
『
五
禽
言
』
を
作
る
」
と
あ
る
。
。）
慶
暦
後
期
月
暈
月
暈
０
／
０
一
〇
四
四
水
次
髑
髏
髑
髏
０
／
０
一
〇
四
四
同
謝
師
厚
宿
胥
氏
書
齋
聞
鼠
鼠
０
／
２
一
〇
四
四
甚
患
之
師
厚
云
蝨
古
未
有
詩
邀
予
賦
蝨
０
／
０
一
〇
四
五
之依
韻
和
中
道
寶
相
花
寶
相
花
０
／
０
一
〇
四
五
擬
陶
體
三
首
手
問
足
手
足
目
一
〇
四
五
（
１
）
擬
陶
體
三
首
足
答
手
一
〇
四
五
擬
陶
體
三
首
目
釋
一
〇
四
五
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將
行
與
蔡
仲
謀
飲
分
席
上
果
桃
（
果
実
）
０
／
０
一
〇
四
五
（
２
）
得
桃
日
蝕
日
蝕
０
／
０
一
〇
四
五
和
通
判
太
博
雞
冠
花
十
韻
雞
冠
花
０
／
１
一
〇
四
五
蚯
蚓
蚯
蚓
０
／
１
一
〇
四
五
和
王
仲
儀
詠
癭
二
十
韻
癭
０
／
０
一
〇
四
六
（
３
）
秀
叔
頭
蝨
蝨
０
／
０
一
〇
四
六
深
夏
忽
見
柰
樹
上
猶
存
一
顆
柰
實
２
／
０
一
〇
四
六
實麥
門
冬
子
中
手
植
甚
繁
麥
門
冬
０
／
０
一
〇
四
六
內
吳
罷
官
移
之
而
歸
不
幸
子
鬰
內
道
且
亡
而
茲
草
亦
屢
枯
今
所
存
三
之
一
耳
遂
感
而
賦
云
孫
曼
叔
暮
行
汴
上
見
鶻
擊
蝙
蝙
蝠
０
／
３
一
〇
四
六
蝠
以
去
語
於
予
取
■
■
０
／
０
一
〇
四
六
（
■
＝
右
虫
左
咸
）
舟
中
行
自
采
枸
杞
子
枸
杞
子
０
／
４
一
〇
四
六
王
仲
儀
寄
鬭
茶
鬭
茶
０
／
０
一
〇
四
六
（
４
）
鬭
鵪
鶉
孫
曼
叔
邀
作
鵪
鶉
０
／
０
一
〇
四
六
韓
持
國
邀
賦
鬭
山
鵲
山
鵲
０
／
３
一
〇
四
六
與
仲
文
子
華
陪
觀
新
水
磑
水
磑
０
／
０
一
〇
四
六
玉
汝
遺
橄
欖
橄
欖
０
／
０
一
〇
四
七
（
５
）
詠
雙
杏
子
其
核
亦
然
杏
子
果
実
０
／
０
一
〇
四
七
（
）
和
王
仲
儀
楸
花
十
二
韻
楸
（
花
）
０
／
０
一
〇
四
七
記
春
水
多
紅
雀
傳
云
自
新
羅
紅
雀
０
／
０
一
〇
四
七
而
至
道
損
得
之
請
余
賦
捫
蝨
得
蚤
蝨
０
／
０
一
〇
四
七
和
王
仲
儀
二
首
凌
霄
花
凌
霄
花
０
／
０
一
〇
四
七
詠
秤
秤
０
／
１
一
〇
四
七
詠
象
韓
子
華
邀
賦
象
０
／
１
一
〇
四
七
食
薺
薺
０
／
１
一
〇
四
七
夜
飲
席
上
賦
松
子
松
子
０
／
０
一
〇
四
七
送
鄞
宰
王
殿
丞
鮚
１
／
３
一
〇
四
七
（
６
）
泥
泥
０
／
０
一
〇
四
八
槖
駞
槖
駞
０
／
３
一
〇
四
八
和
石
昌
言
學
士
官
舍
十
題
薏
苡
０
／
０
一
〇
四
八
薏
苡
和
石
昌
言
學
士
官
舍
十
題
水
紅
０
／
０
一
〇
四
八
水
紅
楚
童
楚
童
０
／
０
一
〇
四
八
（
７
）
慈
姥
山
石
崖
上
竹
鞭
竹
鞭
０
／
１
一
〇
四
八
寄
麥
門
冬
於
符
公
院
麥
門
冬
０
／
０
一
〇
四
八
牛
背
雙
鸜
鵒
鸜
鵒
１
／
２
一
〇
四
八
荇
荇
０
／
２
一
〇
四
八
田
家
屋
上
壺
壺
０
／
３
一
〇
四
八
采
杞
杞
０
／
４
一
〇
四
八
水
次
蘚
花
蘚
（
花
）
０
／
２
一
〇
四
八
牽
船
人
牽
船
人
０
／
１
一
〇
四
八
擬
韓
吏
部
射
訓
狐
訓
狐
祅
鳥
０
／
１
一
〇
四
八
（
）
糟
淮
鮊
鮊
０
／
０
一
〇
四
八
（
８
）
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語
鴆
鴆
０
／
０
一
〇
四
八
（
１
）
擬
体
詩
で
あ
る
が
「
形
・
影
・
神
」
を
「
手
・
足
・
目
」
に
換
え
、
て
あ
る
。
体
の
一
部
を
詠
じ
る
詩
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
「
手
」
を
調
べ
た
限
り
「
招
手
令
」
と
い
う
酒
令
の
詩
と
「
詠
手
」
と
題
し
て
、
、
美
女
の
手
を
う
た
っ
た
詩
三
、
四
首
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
あ
ま
り
主
題
と
な
ら
な
い
も
の
の
一
つ
と
み
な
せ
る
と
考
え
、
こ
こ
に
挙
げ
る
。
（
２
）
桃
を
詠
じ
た
詩
は
大
量
に
見
ら
れ
、
そ
の
花
や
木
を
う
た
う
詩
の
一
部
に
果
実
を
描
写
す
る
も
の
が
数
例
あ
っ
た
が
、
果
実
そ
の
も
の
を
詠
じ
る
作
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
こ
こ
に
挙
げ
る
。
（
３
）
こ
の
詩
は
王
安
石
の
集
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
朱
東
潤
氏
の
考
証
に
依
れ
ば
、
王
仲
儀
（
王
素
）
の
汝
州
赴
任
期
間
中
、
王
安
石
は
汴
京
に
お
り
、
接
触
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
（
４
）
茶
に
関
す
る
詩
は
大
量
に
見
ら
れ
る
が
、
闘
茶
に
つ
い
て
は
唐
・
馮
贄
の
『
雲
仙
雜
記
』
に
「
建
人
謂
闘
茶
為
茗
戦
（
建
人
闘
茶
を
謂
。
ひ
て
茗
戦
と
為
す
」
と
あ
る
の
を
除
け
ば
、
詩
文
と
も
に
宋
代
以
降
。）
の
も
の
に
し
か
記
載
が
見
ら
れ
な
い
。
（
５
）
贈
答
に
関
す
る
詩
だ
が
、
橄
欖
の
描
写
が
詩
の
大
半
を
占
め
る
た
め
こ
こ
に
挙
げ
る
。
（
６
）
送
別
詩
だ
が
、
鮚
の
描
写
が
詩
の
大
半
を
占
め
る
た
め
こ
こ
に
挙
げ
る
。
（
７
）
類
似
の
も
の
に
野
童
や
牧
童
を
詠
じ
る
詩
が
あ
り
、
牧
童
は
五
首
以
上
に
う
た
わ
れ
て
い
た
。
た
だ
し
牧
童
の
例
の
み
に
偏
っ
て
い
た
た
め
、
先
行
例
と
は
み
な
さ
な
か
っ
た
。
（
）
、
８
梅
堯
臣
に
は
他
に
も
鮊
料
理
の
贈
答
に
関
す
る
詩
が
見
ら
れ
る
が
送
り
主
に
関
す
る
情
報
や
感
謝
の
意
が
ほ
と
ん
ど
で
品
物
の
描
写
は
ご
く
一
部
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
こ
に
は
挙
げ
な
い
。
こ
こ
で
ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、
慶
暦
三
年
以
前
の
詩
に
も
、
唐
代
ま
で
に
主
題
と
な
っ
た
例
が
一
つ
も
な
い
事
物
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
中
で
も
河
豚
を
う
た
う
詩
は
、
欧
陽
脩
の
絶
賛
を
受
け
、
後
世
の
詩
話
に
も
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
先
行
例
の
な
い
事
物
を
う
た
い
、
か
つ
詩
人
の
代
表
作
と
も
み
な
し
う
る
詩
だ
が
、
作
ら
れ
た
の
は
慶
暦
後
期
の
五
年
以
上
前
で
あ
る
。
ま
た
、
一
〇
三
一
年
の
作
「
錦
竹
」
も
、
唐
以
前
の
先
行
作
品
が
皆
無
と
言
っ
て
い
い
詠
物
詩
で
あ
る
。
先
行
例
を
一
例
と
し
た
の
は
、
杜
甫
に
「
綿
竹
」
と
い
う
植
物
を
う
た
う
詩
が
見
ら
れ
、
字
の
混
同
が
疑
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
描
写
の
共
通
点
は
少
な
く
、
同
一
の
植
物
で
は
な
い
可
能
性
も
高
い
。
同
じ
物
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
杜
甫
の
詩
を
意
識
し
た
作
で
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
先
行
作
品
は
実
質
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
詩
は
、
現
存
す
る
詩
の
中
で
最
初
期
の
も
の
で
あ
る
。
慶
暦
後
期
よ
り
前
の
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
、
従
来
の
詩
に
あ
ま
り
主
題
と
さ
れ
な
か
っ
た
事
物
を
う
た
う
詩
が
作
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
傾
向
は
慶
暦
後
期
ご
ろ
に
突
然
発
生
し
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
慶
暦
後
期
に
は
こ
う
し
た
詩
の
量
が
増
加
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
従
来
の
詩
に
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
事
物
を
詠
じ
た
詩
篇
の
数
を
慶
暦
後
期
と
そ
れ
以
前
と
で
比
較
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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慶
暦
三
年
以
前
二
十
三
首
／
全
体
数
：
五
一
八
首
慶
暦
後
期
五
十
首
／
全
体
数
：
七
七
八
首
、
該
当
す
る
詩
が
慶
暦
後
期
に
倍
増
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
こ
れ
は
全
体
数
の
増
加
と
ほ
ぼ
比
例
す
る
だ
け
で
、
全
体
に
対
す
る
割
合
は
慶
暦
三
年
以
前
が
四
パ
ー
セ
ン
ト
強
、
慶
暦
後
期
が
六
パ
ー
セ
ン
ト
強
で
、
増
加
の
幅
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
。
こ
の
差
を
有
意
と
み
な
す
の
は
難
し
い
。
従
来
の
詩
に
主
題
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
事
物
を
詠
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
慶
暦
後
期
に
量
的
な
変
化
が
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
つ
ま
り
、
従
来
の
詩
に
見
ら
れ
な
い
事
物
を
う
た
う
詩
が
慶
暦
後
期
に
集
中
す
る
と
い
う
現
象
は
、
虫
を
う
た
う
詩
に
は
当
て
は
ま
る
が
、
梅
堯
臣
詩
全
体
に
共
通
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
四
日
常
生
活
の
中
に
描
き
出
す
と
い
う
詠
じ
方
確
か
に
慶
暦
後
期
に
は
、
従
来
あ
ま
り
う
た
わ
れ
て
こ
な
か
っ
。
、
た
事
物
を
う
た
う
詩
の
量
的
な
増
加
は
認
め
ら
れ
な
い
し
か
し
前
節
の
表
に
挙
げ
た
詩
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、
慶
暦
後
期
と
そ
れ
以
前
と
で
は
印
象
が
ど
こ
か
異
な
る
よ
う
に
思
う
。
本
稿
の
冒
頭
で
虫
を
う
た
う
詩
に
お
け
る
慶
暦
後
期
の
特
異
性
を
述
べ
た
と
き
、
従
来
の
詩
に
見
ら
れ
な
い
虫
か
否
か
の
他
に
も
、
虫
の
描
き
方
や
、
作
中
で
の
役
割
と
い
う
点
で
、
前
後
の
時
期
と
差
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
身
の
回
り
に
い
る
虫
の
姿
を
あ
り
の
ま
ま
に
描
き
出
す
か
、
虫
を
社
会
に
生
き
る
ヒ
ト
。
、
の
比
喩
と
し
て
描
き
出
す
か
と
い
っ
た
違
い
で
あ
っ
た
そ
こ
で
慶
暦
後
期
と
そ
れ
以
前
と
の
間
で
、
対
象
の
描
き
方
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
前
節
の
表
を
見
る
と
、
慶
暦
後
期
の
詩
に
は
、
梅
堯
臣
の
個
人
的
な
生
活
空
間
の
中
に
事
物
を
描
い
て
い
る
も
の
が
目
に
つ
く
。
日
常
生
活
を
描
く
こ
と
が
こ
の
時
期
に
顕
著
に
な
る
点
も
、
筧
文
生
氏
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
「
日
常
生
活
」
は
、
慶
暦
後
期
。
の
詩
作
活
動
を
考
え
る
上
で
鍵
と
な
る
一
つ
の
切
り
口
と
言
え
よ
う
。と
こ
ろ
が
「
日
常
生
活
」
と
い
う
語
も
ま
た
非
常
に
曖
昧
で
あ
る
。
例
え
ば
、
シ
ラ
ミ
は
日
常
の
中
の
卑
近
な
存
在
と
い
う
印
象
が
あ
る
が
、
出
征
兵
士
の
鎧
に
湧
く
シ
ラ
ミ
な
ど
は
、
兵
士
自
身
に
と
っ
て
は
日
常
で
あ
っ
て
も
、
詩
人
を
含
め
一
般
の
人
々
に
は
出
征
兵
士
と
な
る
こ
と
自
体
が
異
常
で
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
の
一
こ
ま
と
は
言
い
難
い
。
そ
こ
で
、
先
行
研
究
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
か
を
参
考
に
し
た
い
。
筧
文
生
氏
は
南
隣
蕭
寺
丞
夜
訪
別
隣
人
と
の
別
れ
を
う
た
う
詩
同
、「
」（
）、「
謝
師
厚
宿
胥
氏
書
齋
聞
鼠
甚
患
之
（
夜
中
に
暴
れ
回
る
鼠
を
う
た
」
う
詩
）
の
ほ
か
「
正
月
十
五
夜
出
廻
「
新
婚
「
戊
子
正
月
二
、
」
」
十
六
日
夜
夢
」
な
ど
亡
き
妻
を
悼
む
詩
七
首
ほ
ど
を
、
家
族
へ
の
愛
情
を
う
た
っ
た
詩
の
例
と
し
て
挙
げ
、
そ
の
愛
情
は
家
畜
に
も
及
ん
だ
と
し
て
「
傷
白
雞
「
祭
貓
（
飼
っ
て
い
た
ニ
ワ
ト
リ
・
」
」
猫
の
死
を
悼
む
詩
を
挙
げ
る
ま
た
吉
川
幸
次
郎
氏
の
宋
）
。
、
『
［
］
５
詩
概
説
』
に
も
、
慶
暦
後
期
と
直
接
の
関
連
は
な
い
が
梅
堯
臣
の
日
常
生
活
描
写
に
つ
い
て
触
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
筧
氏
と
重
複
す
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る
も
の
を
除
く
と
「
秀
叔
頭
蝨
（
息
子
の
頭
の
シ
ラ
ミ
を
う
た
、
」
う
詩
）
と
「
依
韻
和
原
甫
月
夜
獨
酌
」
詩
の
中
の
貧
乏
揺
す
り
を
、
描
写
し
た
句
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
続
け
て
「
汴
京
の
遊
園
地
、
で
あ
っ
た
金
明
池
に
つ
い
て
の
詩
、
浅
草
の
観
音
の
よ
う
に
露
店
の
多
い
相
国
寺
へ
、
劉
敞
、
江
休
復
と
と
も
に
、
呉
道
子
の
画
、
楊
恵
之
の
塑
像
を
見
に
行
っ
た
詩
、
そ
こ
の
老
柏
の
下
の
露
店
の
翁
か
ら
墨
を
買
っ
た
詩
、
梅
の
花
を
売
り
あ
る
く
も
の
を
見
て
の
詩
、
韮
、
蓼
な
ど
野
菜
売
り
の
詩
（
以
下
略
」
な
ど
、
家
庭
の
外
）
に
ま
で
範
囲
を
広
げ
、
日
常
を
描
い
た
例
を
列
挙
す
る
。
吉
川
［
６
］
氏
は
、
家
庭
の
内
と
外
と
を
問
わ
ず
、
そ
の
主
題
を
見
つ
け
る
詩。
人
の
観
察
の
細
や
か
さ
に
特
に
注
意
を
置
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
筧
・
吉
川
両
氏
の
研
究
を
参
考
に
す
る
と
、
ま
ず
家
庭
内
の
こ
と
、
家
族
の
こ
と
を
描
き
出
し
た
も
の
は
、
日
常
生
活
の
一
部
分
で
あ
る
。
次
に
、
家
庭
の
外
を
う
た
う
詩
で
あ
っ
て
も
、
詩
人
自
身
が
直
接
そ
の
物
や
事
柄
に
関
与
し
て
い
る
場
合
は
日
常
生
活
の
一
部
を
描
く
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
鼠
の
物
音
を
聞
い
た
の
は
詩
人
の
実
体
験
で
あ
る
し
、
金
明
池
に
遊
ん
だ
の
は
汴
京
居
住
中
で
、
こ
ち
ら
も
詩
人
の
活
動
記
録
で
あ
る
「
韮
、
蓼
な
ど
野
菜
。
売
り
の
詩
」
も
、
描
写
の
中
に
詩
人
が
直
接
売
り
声
を
聞
い
た
こ
と
が
窺
え
る
表
現
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ひ
と
ま
ず
「
題
も
し
く
は
句
の
中
に
梅
堯
臣
自
身
ま
た
は
そ
の
家
族
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
詩
」
を
、
日
常
生
活
を
う
た
う
詩
で
あ
る
と
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
基
準
に
よ
っ
て
先
ほ
ど
表
に
挙
げ
た
詩
（
従
来
の
詩
で
あ
ま
り
主
題
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
事
物
を
う
た
う
詩
）
を
分
類
す
る
と
、
慶
暦
後
期
は
二
十
三
首
、
そ
れ
以
前
は
六
首
が
日
常
生
活
を
う
た
う
も
の
に
該
当
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
主
題
と
な
る
事
物
の
描
写
と
は
関
わ
り
の
な
い
部
分
で
日
常
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
含
ま
れ
る
。
例
え
ば
「
將
行
與
蔡
仲
謀
飲
分
席
上
果
得
桃
（
將
、
、
）」
に
行
か
ん
と
し
て
蔡
仲
謀
と
飲
み
席
上
の
果
を
分
け
て
桃
を
得
は
、
題
の
中
で
詩
作
の
場
に
言
及
し
て
お
り
、
そ
の
場
に
あ
る
桃
か
ら
主
題
を
得
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
し
か
し
、
詩
に
描
き
出
さ
れ
る
の
は
桃
全
般
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
詩
人
の
眼
前
に
あ
る
そ
れ
と
限
定
す
る
よ
う
な
描
写
は
な
い
。
こ
の
例
の
よ
う
に
、
主
題
と
な
っ
て
い
る
事
物
が
詩
人
と
共
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
な
い
よ
う
な
場
合
は
、
ひ
と
ま
ず
対
象
か
ら
除
外
す
る
。
そ
の
上
で
、
日
常
生
活
と
と
も
に
事
物
を
描
写
し
て
い
る
詩
を
表
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
「
日
常
生
活
」
と
判
断
す
る
根
。
拠
と
な
っ
た
表
現
も
併
せ
て
示
す
。
慶
暦
三
年
以
前
詩
題
根
拠
と
な
る
表
現
制
作
年
余
居
御
橋
南
夜
聞
祅
鳥
鳴
詩
題
「
都
城
夜
半
陰
雲
一
〇
三
四
、
、
」
效
昌
黎
體
黑
忽
聞
轉
轂
聲
咿
呦
嘗
憶
楚
鄕
有
祅
鳥
我
「
」「
問
楚
俗
何
苦
爾
」
九
月
見
梅
花
詩
題
「
今
日
樽
前
勝
」
一
〇
三
五
、
奉
陪
覽
秀
亭
詩
題
「
聊
爲
飛
礫
戲
」
一
〇
三
九
拋
堶
、
（
他
ほ
ぼ
全
篇
）
冬
雷
「
我
今
來
江
南
「
嘗
觀
一
〇
四
二
」
古
祠
畫
」
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慶
暦
後
期
月
暈
「
明
日
挂
帆
歸
」
一
〇
四
四
同
謝
師
厚
宿
胥
氏
書
齋
聞
詩
題
「
驚
聒
夢
寐
輟
」
一
〇
四
四
、
鼠
甚
患
之
蚯
蚓
「
聒
亂
我
不
寐
、
每
夜
一
〇
四
五
但
欲
明
」
秀
叔
頭
蝨
詩
題
「
吾
子
久
失
恃
」
一
〇
四
六
、
（
他
ほ
ぼ
全
篇
）
深
夏
忽
見
柰
樹
上
猶
存
一
詩
題
「
行
樂
偶
散
步
、
一
〇
四
六
、
顆
實
倚
杖
聊
縱
窺
」
麥
門
冬
子
中
手
植
甚
詩
題
「
佳
人
昔
所
愛
、
一
〇
四
六
內
吳
、
繁
罷
官
移
之
而
歸
不
幸
移
植
堂
堦
前
「
佳
人
路
鬰
」
子
道
且
亡
而
茲
草
亦
屢
中
死
此
草
未
忍
捐
與
內
、
」「
枯
今
所
存
三
之
一
耳
遂
感
我
日
憔
悴
（
他
ほ
ぼ
全
」
而
賦
云
篇
）
舟
中
行
自
采
枸
杞
子
詩
題
「
繫
舟
聊
以
掇
」
一
〇
四
六
、
與
仲
文
子
華
陪
觀
新
水
磑
詩
題
「
人
悟
雪
中
歸
」
一
〇
四
六
、
捫
蝨
得
蚤
詩
題
「
茲
日
頗
所
愜
、
一
〇
四
七
、
捫
蝨
反
得
蚤
」
食
薺
「
適
見
採
薺
人
、
自
出
一
〇
四
七
國
門
南
」
寄
麥
門
冬
於
符
公
院
「
佳
人
種
碧
草
「
于
今
一
〇
四
八
」
、
」
五
六
年
與
我
道
路
長
（
他
ほ
ぼ
全
篇
）
作
品
数
は
、
慶
暦
三
年
以
前
が
四
首
、
慶
暦
後
期
が
十
一
首
で
あ
る
。
従
来
の
詩
に
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
事
物
を
詠
じ
た
詩
全
体
は
、
慶
暦
三
年
以
前
が
二
十
三
首
、
慶
暦
後
期
が
五
十
首
で
あ
っ
た
の
で
、
比
率
と
し
て
は
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
二
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
わ
ず
か
だ
が
増
加
が
見
ら
れ
る
。
と
は
い
え
、
事
物
を
日
常
生
活
の
中
に
描
き
出
す
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
量
的
な
変
化
は
あ
ま
り
顕
著
で
は
な
い
。
数
量
に
よ
る
単
純
な
比
較
で
は
両
時
期
の
差
異
が
見
え
て
こ
な
い
。
そ
こ
で
、
詩
の
内
容
や
表
現
に
つ
い
て
、
一
首
一
首
確
認
し
て
い
き
た
い
。
対
象
は
右
の
表
の
詩
、
す
な
わ
ち
従
来
の
詩
に
ほ
と
ん
ど
う
た
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
事
物
を
主
題
と
し
、
な
お
か
つ
日
常
生
活
の
一
部
と
し
て
そ
の
事
物
を
描
き
出
す
詩
と
す
る
。
五
詩
の
内
容
の
比
較
（
一
）
自
身
と
と
も
に
対
象
を
描
き
出
す
詩
ま
ず
、
詩
人
本
人
と
と
も
に
事
物
を
描
き
出
す
作
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
慶
暦
三
年
以
前
の
四
首
は
、
全
て
こ
れ
に
該
当
す
る
。
一
〇
三
五
年
の
作
「
九
月
見
梅
花
（
九
月
に
梅
花
を
見
る
」
は
、
）
全
八
句
中
の
第
五
・
六
句
に
「
今
日
樽
前
勝
、
其
如
秋
鬢
華
（
今
。
日
樽
前
の
勝
、
其
れ
秋
鬢
の
華
の
如
し
」
と
あ
り
、
九
月
に
。）
咲
い
た
梅
が
、
詩
人
の
目
の
前
に
珍
し
い
事
物
と
し
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
花
と
花
を
見
る
自
分
と
を
う
た
う
こ
と
自
体
は
、
古
く
よ
り
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
き
た
。
梅
堯
臣
が
こ
の
詩
で
生
活
の
一
場
面
を
描
い
た
の
は
、
伝
統
に
則
っ
た
表
現
に
過
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ぎ
な
い
。
次
に
「
余
居
御
橋
南
夜
聞
祅
鳥
鳴
效
昌
黎
體
（
余
御
橋
の
南
、
わ
れ
に
居
り
、
夜
祅
鳥
の
鳴
く
を
聞
く
。
昌
黎
の
體
に
效
ふ
（
一
〇
）」
な
ら
三
四
年
）
と
い
う
詩
は
、
題
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
韓
愈
の
詩
を
模
倣
し
た
作
で
あ
り
、
そ
の
日
常
描
写
も
韓
愈
の
作
を
引
き
継
ぐ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
六
句
を
引
く
。
「
余
居
御
橋
南
夜
聞
祅
鳥
鳴
效
昌
黎
體
」
全
十
八
句
１
都
城
夜
半
陰
雲
黑
都
城
夜
半
陰
雲
黑
く
２
忽
聞
轉
轂
聲
咿
呦
忽
ち
聞
く
轉
轂
の
聲
咿
呦
た
る
を
い
い
う
３
嘗
憶
楚
郷
有
祅
鳥
嘗
て
憶
ふ
楚
郷
に
祅
鳥
有
り
て
か
つ
お
も
４
一
身
九
首
如
贅
疣
一
身
九
首
贅
疣
の
如
き
な
る
を
ぜ
い
い
う
５
或
時
月
暗
過
閭
里
或
る
時
月
暗
く
し
て
閭
里
を
過
ぎ
６
緩
音
低
語
若
有
求
緩
音
低
語
求
む
る
有
る
が
若
し
ご
と
韓
愈
「
射
訓
狐
（
訓
狐
を
射
る
」
全
二
十
二
句
）
１
有
鳥
夜
飛
名
訓
狐
鳥
の
夜
飛
ぶ
有
り
訓
狐
と
名
づ
く
２
矜
凶
挾
狡
誇
自
呼
凶
を
矜
り
狡
を
挾
み
誇
り
て
自
ら
呼
ほ
こ
さ
し
は
さ
ぶ
３
乘
時
陰
黑
止
我
屋
時
の
陰
黑
な
る
に
乘
じ
て
我
が
屋
に
止と
ま
り
４
聲
勢
慷
慨
非
常
粗
聲
勢
慷
慨
に
し
て
常
に
非
ず
粗
し
５
安
然
大
喚
誰
畏
忌
安
然
と
し
て
大
喚
し
誰
を
か
畏
忌
せ
ん
６
造
作
百
怪
非
無
須
百
怪
を
造
作
し
て
須
む
る
無
き
に
非
ず
も
と
梅
堯
臣
の
作
が
彼
の
日
常
生
活
を
描
い
た
こ
と
は
、
詩
題
の
「
余
」
と
い
う
一
人
称
代
名
詞
か
ら
わ
か
る
「
御
橋
」
は
、
汴
京
。
の
宮
城
の
堀
に
か
か
る
橋
で
、
同
年
の
作
「
月
夜
與
兄
公
度
納
凉
閑
行
至
御
橋
」
詩
に
「
家
近
御
橋
頭
、
因
爲
橋
畔
遊
（
家
は
御
橋
。
の
頭
に
近
く
、
因
り
て
橋
畔
の
遊
を
爲
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
。）
ほ
と
り
自
宅
が
近
か
っ
た
。
第
二
句
に
は
「
忽
聞
」
と
あ
り
、
日
常
生
活
の
中
で
突
然
発
生
し
た
出
来
事
と
さ
れ
て
い
る
韓
愈
の
詩
は
訓
。
「
狐
」
と
い
う
怪
鳥
を
う
た
う
も
の
で
、
第
三
句
に
「
我
屋
」
と
あ
る
通
り
、
こ
ち
ら
も
場
面
は
詩
人
の
住
ま
い
で
あ
る
。
他
に
も
、
梅
詩
第
一
句
の
「
陰
雲
黑
」
と
韓
詩
第
三
句
の
「
陰
黑
」
と
い
う
語
、
怪
鳥
の
声
の
形
容
（
梅
詩
第
六
句
と
韓
詩
第
五
・
六
句
）
な
ど
、
描
写
に
複
数
の
類
似
点
が
見
ら
れ
る
。
慶
暦
三
年
以
前
の
も
う
一
作
「
冬
雷
（
一
〇
四
二
年
）
は
、
江
」
南
に
赴
任
し
た
梅
堯
臣
が
そ
こ
で
経
験
し
た
冬
の
雷
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
直
接
模
倣
し
た
先
行
作
品
は
な
い
よ
う
だ
が
、
こ
の
詩
は
右
に
挙
げ
た
怪
鳥
を
う
た
う
二
首
と
よ
く
似
た
雰
囲
気
を
も
つ
。
長
編
の
古
詩
で
あ
る
点
が
共
通
し
、
内
容
面
で
は
異
常
な
事
物
を
核
に
、
一
つ
の
寓
話
が
展
開
さ
れ
る
点
が
似
て
い
る
。
い
ず
れ
の
詩
も
、
社
会
・
政
治
批
判
の
意
図
を
読
み
取
れ
る
言
葉
で
作
品
を
結
ぶ
「
冬
雷
」
詩
も
、
自
分
自
身
の
日
常
生
活
が
一
つ
の
。
寓
話
へ
と
転
化
す
る
と
い
う
点
で
、
先
行
例
が
存
在
す
る
と
言
え
よ
う
。
慶
暦
三
年
以
前
の
残
る
一
首
は
、
他
三
首
と
は
詠
じ
方
が
や
や
異
な
っ
て
い
る
。
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「
奉
陪
覽
秀
亭
抛
（
覽
秀
亭
の
に
奉
陪
す
（
一
〇
堶
拋
堶
）」
は
う
だ
三
九
年
）
１
聊
爲
飛
礫
戲
聊
か
飛
礫
の
戲
を
爲
せ
ば
２
愈
切
愈
紛
如
愈
い
よ
切
に
し
て
愈
い
よ
紛
如
た
り
い
よ
３
自
是
取
勢
闊
自
ら
是
れ
勢
を
取
る
こ
と
闊
け
れ
ば
な
り
お
の
づ
か
う
と
４
非
關
用
意
疎
意
を
用
ふ
る
こ
と
疎
き
に
關
は
る
に
非
ず
う
と
か
か
５
悞
驚
花
鳥
起
悞
ま
り
て
は
花
鳥
を
驚
か
し
て
起
た
せ
あ
や
６
亂
破
錦
苔
初
亂
れ
て
は
錦
苔
の
初
な
る
を
破
る
７
童
指
拾
將
禿
童
は
指
す
拾
ふ
も
の
の
將
に
禿
げ
ん
と
す
る
を
８
多
慙
賈
勇
餘
多
く
慙
づ
勇
餘
を
賈
る
を
う
「
抛
」
は
宋
代
、
寒
食
の
日
の
風
習
で
あ
り
、
標
的
に
瓦
礫
堶
を
投
げ
る
遊
び
だ
っ
た
ら
し
い
。
ほ
ぼ
全
篇
が
詩
人
の
行
為
・
動
作
の
描
写
で
、
第
一
・
二
句
に
石
投
げ
遊
び
に
参
加
し
て
み
た
と
い
う
こ
と
と
、
切
迫
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
狙
い
が
定
ま
ら
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
を
述
べ
、
第
三
・
四
句
で
は
、
う
ま
く
投
げ
ら
れ
な
い
の
は
自
分
が
利
益
を
求
め
る
欲
に
乏
し
い
だ
け
な
の
だ
と
弁
解
す
る
。
第
五
・
六
句
は
遊
び
が
白
熱
す
る
様
子
を
さ
ら
に
細
か
く
描
き
、
投
げ
損
じ
た
石
が
飛
ん
で
い
く
さ
ま
を
写
し
取
る
。
末
尾
の
二
句
は
、
禿
頭
を
子
ど
も
た
ち
に
笑
わ
れ
る
自
ら
の
姿
を
、
諧
謔
と
共
に
描
き
出
す
。
こ
う
し
た
具
体
的
な
描
写
が
、
他
三
首
と
ま
ず
異
な
る
。
さ
ら
に
、
う
た
わ
れ
る
対
象
が
詩
中
で
担
う
役
割
も
違
う
。
こ
の
詩
の
主
題
「
抛
」
に
特
別
な
意
味
を
も
た
せ
よ
堶
う
と
す
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
古
の
石
投
げ
遊
び
「
撃
壌
」
の
故
事
を
用
い
て
太
平
の
世
を
賛
美
す
る
寓
話
を
構
成
し
て
も
よ
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
に
描
き
出
さ
れ
る
の
は
梅
堯
臣
が
体
験
［
７
］
し
た
ま
ま
の
滑
稽
な
遊
戯
そ
の
も
の
で
あ
り
、
前
掲
の
詩
の
怪
鳥
や
冬
の
雷
が
悪
の
象
徴
と
い
う
役
割
を
担
っ
た
の
と
は
大
き
く
異
な
る
。
た
だ
し
、
一
点
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
「
抛
」
が
年
中
行
、
堶
事
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
節
句
の
宴
は
、
詩
を
作
る
格
好
の
機
会
で
あ
る
『
唐
詩
類
苑
』
も
、
節
句
を
う
た
う
詩
を
多
数
。
収
録
し
て
お
り
「
寒
食
」
だ
け
で
も
約
八
十
首
に
上
る
。
こ
う
し
、
た
特
別
な
一
日
の
社
交
の
場
は
、
確
か
に
詩
人
の
生
活
の
一
部
で
、
。
は
あ
る
が
描
か
れ
る
べ
く
し
て
描
か
れ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
以
上
の
よ
う
に
、
慶
暦
三
年
以
前
の
日
常
描
写
は
、
伝
統
に
沿
う
も
の
、
先
行
す
る
作
品
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
、
日
常
の
中
で
も
や
や
特
別
な
一
場
面
を
う
た
う
も
の
で
あ
っ
た
。
慶
暦
後
期
に
も
、
描
写
す
る
こ
と
が
伝
統
と
し
て
根
付
い
た
日
常
の
あ
る
場
面
を
描
い
た
詩
や
、
年
中
行
事
な
ど
の
特
別
な
日
常
を
う
た
っ
た
詩
は
複
数
見
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
こ
の
時
期
以
前
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
詩
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
「
同
謝
師
厚
宿
胥
氏
書
齋
聞
鼠
甚
患
之
（
謝
師
厚
と
同
に
胥
氏
の
書
齋
に
宿
り
、
鼠
を
聞
き
て
甚
だ
之
を
患
ふ
（
慶
）」
う
れ
暦
四
年
）
１
燈
青
人
已
眠
燈
青
く
人
已
に
眠
り
２
饑
鼠
稍
出
穴
饑
鼠
稍
く
穴
よ
り
出
づ
や
う
や
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３
掀
翻
盤
盂
響
掀
げ
翻
へ
し
て
盤
盂
響
き
あ
く
つ
が
４
驚
聒
夢
寐
輟
驚
き
聒
し
く
し
て
夢
寐
輟
む
か
ま
び
す
や
５
唯
愁
几
硯
撲
唯
だ
愁
ふ
几
硯
の
撲
た
る
る
を
う
６
又
恐
架
書
齧
又
た
恐
る
架
書
の
齧
ま
る
る
を
か
７
癡
兒
效
貓
鳴
癡
兒
貓
の
鳴
く
に
效
ふ
も
ね
こ
な
ら
８
此
計
誠
已
拙
此
の
計
誠
に
已
だ
拙
し
は
な
は
つ
た
な
甥
の
謝
景
初
と
と
も
に
そ
の
岳
父
で
あ
る
胥
偃
の
書
斎
に
泊
ま
っ
た
時
の
作
で
あ
る
。
こ
の
詩
に
お
け
る
日
常
の
描
き
方
は
、
伝
統
や
先
行
作
品
に
基
づ
か
な
い
。
眠
れ
ぬ
夜
と
い
う
も
の
は
、
古
来
詩
に
う
た
わ
れ
て
き
た
し
、
書
斎
で
過
ご
す
夜
を
詠
じ
た
詩
も
梅
堯
臣
以
前
に
何
首
も
存
在
す
る
。
し
か
し
、
伝
統
的
な
夜
の
描
写
は
旅
愁
や
閨
怨
を
背
景
と
す
る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
、
こ
の
詩
も
愁
い
を
う
た
っ
て
は
い
る
が
、
愁
い
の
契
機
・
対
象
は
大
き
く
異
な
る
。
夜
の
書
斎
と
い
う
物
静
か
な
空
間
が
伝
統
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
す
る
中
、
鼠
の
騒
が
し
さ
が
そ
れ
を
破
り
、
全
体
と
し
て
は
対
比
が
作
り
出
す
諧
謔
に
主
眼
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
ま
た
、
こ
こ
に
描
か
れ
る
鼠
は
、
書
斎
の
主
の
貧
し
さ
を
暗
示
し
た
り
『
詩
経
』
魏
風
「
碩
鼠
」
の
よ
う
に
横
暴
な
権
力
者
を
象
、
徴
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
。
ヒ
ト
と
鼠
と
が
音
に
よ
る
応
酬
を
繰
り
広
げ
て
お
り
、
生
活
の
中
に
普
通
に
存
在
す
る
鼠
が
そ
の
ま
ま
の
姿
で
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
慶
暦
五
年
の
作
「
蚯
蚓
」
は
、
明
ら
か
に
特
別
で
は
な
い
日
常
を
描
く
。
第
九
・
十
句
で
「
聒
亂
我
不
寐
、
每
夕
但
欲
明
（
聒
、
。
亂
我
寐
ぬ
ら
れ
ず
、
每
夕
但
だ
明
け
ん
こ
と
を
欲
す
」
と
、
。）
い
ミ
ミ
ズ
の
鳴
き
声
に
苦
し
め
ら
れ
る
毎
夜
を
歎
い
て
い
る
。
梅
［
８
］
堯
臣
は
、
ミ
ミ
ズ
の
存
在
も
含
め
て
繰
り
返
さ
れ
る
日
々
の
日
常
そ
の
も
の
を
描
い
た
の
で
あ
る
。
次
の
詩
も
、
日
常
生
活
の
中
の
あ
り
ふ
れ
た
存
在
に
つ
い
て
詠
じ
て
い
る
。
「
深
夏
忽
見
柰
樹
上
猶
存
一
顆
實
（
深
夏
忽
ち
柰
樹
の
上
に
だ
い
猶
ほ
一
顆
の
實
を
存
す
る
を
見
る
（
慶
暦
六
年
）
）」
１
纍
纍
後
堂
柰
纍
纍
た
る
後
堂
の
柰
２
落
盡
風
雨
枝
風
雨
の
枝
よ
り
落
ち
盡
く
す
３
行
樂
偶
散
步
行
樂
偶
た
ま
散
步
し
４
倚
杖
聊
縱
窺
杖
に
倚
り
て
聊
か
縱
に
窺
ふ
よ
ほ
し
い
ま
ま
５
林
葉
隱
孤
實
林
葉
孤
實
を
隱
し
６
山
鳥
曾
未
知
山
鳥
曾
て
未
だ
知
ら
ず
７
物
亦
以
晦
存
物
も
亦
晦
を
以
て
存
す
８
悟
茲
身
世
爲
茲
を
悟
り
て
身
世
を
爲
め
ん
こ
れ
を
さ
描
か
れ
る
の
は
、
散
策
の
途
中
で
偶
然
に
得
ら
れ
た
発
見
で
あ
る
。
第
三
・
四
句
の
「
偶
「
聊
」
の
語
か
ら
、
特
別
で
な
い
と
あ
」
る
一
日
の
何
気
な
い
散
策
だ
っ
た
と
わ
か
る
。
そ
こ
で
見
つ
け
た
木
の
実
も
、
い
つ
ど
こ
に
で
も
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の
木
の
実
は
山
鳥
さ
え
気
付
か
な
い
ち
っ
ぽ
け
な
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
食
べ
ら
れ
ず
に
詩
人
に
発
見
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ち
っ
ぽ
け
な
も
の
を
日
常
生
活
の
中
で
発
見
で
き
る
目
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
詩
に
し
よ
う
と
す
る
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姿
勢
こ
そ
が
、
こ
の
時
期
の
梅
堯
臣
の
特
徴
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
二
）
家
族
と
共
に
対
象
を
描
き
出
す
詩
次
に
、
日
常
描
写
の
あ
る
詩
の
う
ち
、
詩
人
の
家
族
と
共
に
事
物
を
描
き
出
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
慶
暦
三
、
、
年
以
前
に
は
そ
も
そ
も
家
族
の
描
写
を
含
む
詩
自
体
が
少
な
く
伝
統
的
に
詩
に
う
た
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
事
物
を
、
家
族
と
共
に
詠
じ
た
詩
は
一
首
も
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
時
期
の
全
て
の
詩
の
中
か
ら
家
族
に
言
及
の
あ
る
も
の
を
取
り
出
す
と
、
七
首
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
ら
も
、
家
族
の
描
写
自
体
が
少
な
い
ば
［
９
］
か
り
で
な
く
、
描
写
そ
の
も
の
は
伝
統
的
に
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、
誰
に
で
も
に
当
て
は
ま
る
具
体
性
の
な
い
も
の
で內
あ
っ
た
り
し
た
。
例
え
ば
一
〇
三
五
年
の
作
「
往
東
流
江
口
寄
（
東
流
の
江
口
に
往
き
て
に
寄
す
」
と
「
代
答
（
に
代
わ
內
內
內
）
ゆ
り
て
答
ふ
」
は
、
夫
婦
間
の
手
紙
と
し
て
の
詩
で
あ
る
が
「
寄
）
、
内
「
寄
妻
」
と
題
す
る
詩
は
唐
の
李
白
ら
に
も
す
で
に
見
え
る
。
」
詩
中
の
表
現
は
つ
が
い
の
鳥
や
は
ぐ
れ
馬
を
描
い
て
離
別
を
悲
し
む
も
の
で
、
古
詩
や
楽
府
詩
と
類
似
し
て
い
る
。
自
身
の
妻
に
つ
い
て
も
、
具
体
性
・
個
別
性
の
な
い
描
写
し
か
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
同
じ
く
一
〇
三
五
年
の
作
「
除
夕
與
家
人
飮
（
除
夕
家
人
と
歲
歲
飮
む
」
と
、
一
〇
四
二
年
の
作
「
日
旅
泊
家
人
相
與
爲
壽
（
）
日
旅
泊
し
て
家
人
と
相
與
に
壽
を
爲
す
」
は
、
日
常
生
活
の
中
）
と
も
で
も
年
末
年
始
と
い
う
節
目
の
一
日
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
者
は
詩
の
中
に
家
族
の
描
写
ら
し
き
も
の
は
な
く
、
後
者
は
妻
へ
の
言
及
が
全
二
十
句
中
で
「
孺
人
相
慶
拜
、
共
坐
列
杯
盤
（
孺
人
相
慶
拜
し
、
共
坐
し
て
杯
盤
を
列
ぬ
」
と
い
う
。
。）
つ
ら
二
句
し
か
な
い
。
慶
暦
後
期
は
、
家
族
に
言
及
す
る
詩
自
体
が
増
え
、
描
写
に
詳
。
、
細
で
具
体
的
な
も
の
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
そ
う
し
た
中
で
従
来
の
詩
に
詠
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
事
物
を
家
族
と
共
に
あ
る
。
。
も
の
と
し
て
描
き
出
す
詩
も
現
れ
る
該
当
す
る
詩
は
三
首
あ
る
「
秀
叔
頭
蝨
（
秀
叔
が
頭
の
蝨
（
慶
暦
六
年
）
）」
し
ら
み
１
吾
兒
久
失
恃
吾
が
兒
久
し
く
恃
み
を
失
ひ
わ
こ
た
の
２
髮
括
仍
少
櫛
髮
は
括
り
て
仍
ほ
櫛
る
こ
と
少
な
し
く
く
な
く
し
け
づ
３
曾
誰
具
湯
沐
曾
て
誰
か
湯
沐
を
具
へ
ん
そ
な
４
正
爾
多
蟣
蝨
正
に
爾
く
蟣
蝨
多
し
し
か
５
變
黑
居
其
元
黑
に
變
じ
て
其
の
元
に
居
る
は
か
し
ら
６
懷
絮
宅
非
吉
懷
絮
は
宅
る
に
吉
に
非
ざ
れ
ば
な
り
を
７
蒸
如
蟻
亂
緣
蒸
き
こ
と
蟻
の
亂
れ
緣
る
が
如
く
お
ほ
よ
８
聚
若
蠶
初
出
聚
ま
る
こ
と
蠶
の
初
め
て
出
づ
る
が
若
し
あ
つ
か
ひ
こ
ご
と
９
鬢
搔
劇
蓬
葆
鬢
は
搔
け
ば
蓬
の
葆
る
よ
り
劇
し
く
し
げ
は
げ
何
暇
嗜
梨
栗
何
ぞ
梨
栗
を
嗜
む
に
暇
あ
ら
ん
こ
の
い
と
ま
10翦
除
誠
未
難
翦
り
除
く
は
誠
に
未
だ
難
か
ら
ざ
れ
ど
も
き
11所
惡
累
形
質
惡
む
所
は
形
質
を
累
は
す
に
あ
り
に
く
わ
づ
ら
12第
一
句
の
「
失
恃
」
は
、
二
年
前
の
慶
暦
四
年
に
梅
堯
臣
の
妻
謝
氏
が
死
去
し
た
こ
と
。
詩
題
に
あ
る
よ
う
に
息
子
秀
叔
が
主
要
な
描
写
対
象
で
あ
る
た
め
、
表
現
が
個
別
的
・
具
体
的
に
な
っ
て
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い
る
。
黒
い
蟻
や
生
ま
れ
た
て
の
蚕
が
群
が
る
さ
ま
を
比
喩
に
用
い
て
、
息
子
の
頭
に
い
る
シ
ラ
ミ
が
通
常
の
シ
ラ
ミ
と
は
異
な
っ
て
黒
色
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
ま
さ
に
目
の
前
に
存
在
す
、
。
、
る
そ
れ
と
し
て
対
象
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
ま
た
こ
の
詩
は
随
所
に
典
故
や
対
句
な
ど
の
技
巧
が
凝
ら
し
て
あ
る
。
、『
』
「
、
例
え
ば
第
三
句
は
淮
南
子
説
林
訓
に
湯
沐
具
而
蟣
蝨
相
弔
大
厦
成
而
燕
雀
相
賀
（
湯
沐
具
は
り
て
蟣
蝨
相
弔
ひ
、
大
厦
成
り
。
そ
な
て
燕
雀
相
賀
す
」
と
あ
る
の
に
拠
っ
て
、
我
が
子
は
湯
浴
み
も
。）
、
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
た
め
に
シ
ラ
ミ
が
湧
い
て
い
る
の
だ
と
い
い
第
十
句
で
は
陶
淵
明
「
責
子
詩
」
の
「
通
子
垂
九
齡
、
但
覔
梨
與
栗
（
通
子
は
九
齡
に
垂
と
す
る
も
、
但
だ
梨
と
栗
と
を
覔
む
。
な
ん
な
ん
も
と
る
の
み
」
と
い
う
句
に
基
づ
い
て
、
シ
ラ
ミ
が
か
ゆ
く
て
栗
や
。）
。
梨
を
求
め
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
息
子
の
さ
ま
を
憐
れ
ん
で
い
る
目
の
前
に
あ
る
状
況
を
言
葉
で
い
か
に
写
し
と
る
か
を
楽
し
み
な
が
ら
、
対
象
を
あ
り
の
ま
ま
に
描
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
た
作
だ
と
言
え
る
。
残
る
二
首
は
、
妻
の
形
見
の
麦
門
冬
と
い
う
薬
草
に
つ
い
て
の
詩
で
あ
る
「
麥
門
冬
子
中
手
植
甚
繁
罷
官
移
之
而
歸
不
幸
。
內
吳
鬰
子
道
且
亡
而
茲
草
亦
屢
枯
今
所
存
三
之
一
耳
遂
感
而
賦
云
（
麥
內門
冬
子
中
に
て
手
づ
か
ら
植
え
甚
だ
繁
た
り
官
を
罷
內
吳
鬰
、
。
や
む
る
に
之
を
移
し
て
歸
る
も
、
不
幸
に
し
て
子
道
に
て
且
つ
亡
內
し
、
而
し
て
茲
の
草
も
亦
屢
し
ば
枯
れ
、
今
存
す
る
所
三
の
一
し
ば
の
み
な
れ
ば
、
遂
に
感
じ
て
賦
す
と
云
ふ
（
慶
暦
六
年
）
と
題
）」
す
る
詩
全
十
四
句
中
の
第
九
～
十
二
句
に
「
與
我
日
憔
悴
、
根
不
、
。
、
。（
、
通
下
泉
勤
勤
爲
澆
沃
稍
見
萌
穎
鮮
我
と
與
に
日
に
憔
悴
し
と
も
根
は
下
泉
に
通
ら
ず
。
勤
勤
と
し
て
爲
に
澆
沃
し
、
稍
く
萌
穎
の
た
め
や
う
や
鮮
し
き
を
見
る
」
と
あ
る
。
草
と
詩
人
が
徐
々
に
憔
悴
し
て
。）
あ
た
ら
い
く
と
い
う
描
写
や
、
水
や
り
を
続
け
る
詩
人
の
姿
か
ら
は
、
そ。
れ
が
継
続
性
の
あ
る
日
々
の
暮
ら
し
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
「
（
）」
二
年
後
の
作
寄
麥
門
冬
於
符
公
院
麥
門
冬
を
符
公
院
に
寄
す
に
も
「
陸
行
載
以
車
、
水
行
載
以
航
、
于
今
五
六
年
、
與
我
道
路
、
長
（
陸
行
し
て
は
載
す
る
に
車
を
以
て
し
、
水
行
し
て
は
載
す
る
。
の
、
、
。）」
に
航
を
以
て
し
今
に
于
い
て
五
六
年
我
と
與
に
道
路
長
し
ふ
ね
お
と
も
な
ど
、
長
く
生
活
を
共
に
し
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
三
首
に
描
か
れ
た
日
常
は
、
妻
が
い
な
い
と
い
う
意
味
で
は
特
別
な
場
面
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
日
々
は
慶
暦
四
年
の
夏
以
来
、
継
続
し
続
け
て
い
る
。
年
末
年
始
な
ど
の
節
目
で
は
な
く
、
昨
日
も
今
日
も
変
化
す
る
こ
と
の
な
い
生
活
の
中
で
、
そ
こ
に
存
在
し
続
け
て
い
る
事
物
を
う
た
う
と
い
う
の
は
、
や
は
り
以
前
ま
で
の
詩
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
描
き
方
は
、
対
象
を
一
般
化
し
た
り
、
何
か
の
象
徴
と
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
く
、
現
実
に
即
し
て
具
体
的
で
あ
る
。
お
わ
り
に
慶
暦
後
期
の
詩
が
そ
れ
以
前
と
異
な
る
点
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
慶
暦
後
期
に
は
、
従
来
の
詩
に
あ
ま
り
詠
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
事
物
を
、
日
常
生
活
の
中
に
常
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
描
き
出
す
よ
う
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
日
常
生
活
の
中
に
い
つ
で
も
存
在
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
詩
の
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
よ
う
な
事
物
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を
あ
え
て
う
た
う
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、、
対
象
と
す
る
事
物
を
何
か
の
比
喩
や
象
徴
と
す
る
わ
け
で
は
な
く
少
な
く
と
も
そ
の
意
図
を
前
面
に
押
し
出
す
こ
と
な
く
、
目
の
前
に
存
在
す
る
そ
れ
と
し
て
、
あ
り
の
ま
ま
に
描
き
出
す
。
こ
の
よ
、
。
う
な
描
き
方
が
慶
暦
後
期
の
詩
に
特
徴
的
と
言
え
そ
う
で
あ
る
た
だ
し
、
慶
暦
三
年
以
前
の
詩
に
も
、
類
似
し
た
意
図
の
下
に
作
ら
れ
た
詩
が
皆
無
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
う
え
、
慶
暦
三
年
以
前
に
見
ら
れ
た
詠
じ
方
、
例
え
ば
中
国
古
典
詩
の
伝
統
に
則
っ
た
描
写
な
ど
は
、
慶
暦
後
期
で
も
引
き
続
き
行
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
慶
暦
後
期
は
、
も
と
も
と
の
作
風
か
ら
全
く
別
の
作
風
に
移
行
し
た
の
で
は
な
く
、
以
前
は
稀
で
あ
っ
た
詠
じ
方
が
、
徐
々
に
前
面
に
押
し
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
な
の
で
あ
る
。
両
時
期
の
間
に
見
ら
れ
る
差
異
は
、
量
的
な
も
の
で
は
な
く
、
事
物
の
描
き
方
に
よ
る
質
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
詩
集
に
収
録
さ
れ
た
作
品
数
の
大
幅
な
増
加
と
は
別
に
、
確
か
に
存
在
す
る
違
い
だ
と
言
え
る
。
以
上
に
、
梅
堯
臣
の
詩
が
慶
暦
後
期
に
お
い
て
変
化
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
確
認
し
た
。
梅
堯
臣
の
詩
作
活
動
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
、
慶
暦
後
期
が
注
目
す
る
に
値
す
る
転
換
期
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
本
稿
の
結
論
と
し
た
い
。
こ
の
変
化
の
も
つ
意
味
は
、
慶
暦
後
期
以
後
に
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
梅
堯
臣
詩
の
作
風
次
第
で
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
筧
文
生
氏
は
、
日
常
を
詠
じ
る
傾
向
、
従
来
の
詩
に
見
ら
れ
な
い
も
の
を
う
た
う
傾
向
が
、
慶
暦
以
降
と
も
に
強
化
、
徹
底
さ
れ
て
い
く
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
通
り
で
あ
れ
ば
、
慶
暦
後
期
は
梅
堯
臣
の
詩
風
の
少
な
く
と
も
一
部
分
が
形
成
さ
れ
た
、
出
発
点
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
後
の
時
期
の
詩
作
が
、
慶
暦
後。
期
と
は
ま
た
別
の
方
向
に
転
換
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
な
ぜ
な
ら
慶
暦
以
降
に
は
、
詩
の
数
、
詩
人
の
生
活
環
境
、
詩
か
ら
受
け
る
印
象
な
ど
、
い
く
ら
か
の
点
で
慶
暦
後
期
と
の
間
に
差
異
が
見
出
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
気
に
な
る
の
が
、
晩
年
汴
京
で
の
生
活
が
主
と
な
っ
て
、
対
人
関
係
の
中
で
作
ら
れ
た
詩
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
反
面
、
古
来
う
た
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
事
物
を
詠
じ
る
詩
の
存
在
感
が
相
対
的
に
薄
く
な
る
点
で
あ
る
。
慶
暦
以
降
に
新
た
な
転
換
が
起
こ
っ
て
い
た
場
合
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
方
向
に
向
か
っ
た
の
か
に
よ
っ
て
、
慶
暦
後
期
の
意
味
は
異
な
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
今
後
追
求
し
て
い
き
た
い
。注
［
１
］
宋
・
李
昉
等
撰
『
太
平
御
覧
「
虫
豸
部
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
か
』
ど
う
か
を
虫
と
判
断
す
る
基
準
と
す
る
。
［
２
『
東
方
学
報
』
三
十
六
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
六
四
］年。
ま
た
同
氏
の
『
中
国
詩
人
選
集
二
集
梅
堯
臣
（
岩
波
書
店
、
』
一
九
六
二
年
）
の
ほ
か
、
時
期
的
な
言
及
は
な
い
が
吉
川
幸
次
郎
『
中
国
詩
人
選
集
二
集
宋
詩
概
説
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
二
年
）
な
ど
』
に
も
こ
れ
ら
の
傾
向
に
つ
い
て
指
摘
が
あ
る
。
［
］
、
。
、
３
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
〇
年
朱
東
潤
氏
の
編
年
の
方
法
は
①
詩
の
記
述
や
年
月
を
特
定
で
き
る
内
容
か
ら
制
作
年
を
割
り
出
す
。
②
唱
和
相
手
（
主
に
欧
陽
脩
）
の
詩
の
制
作
年
代
か
ら
制
作
年
代
を
割
- 79 -
り
出
す
。
③
特
定
で
き
る
詩
の
間
に
あ
る
詩
を
同
年
と
推
定
す
る
。
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
幾
ら
か
の
問
題
点
（
例
え
ば
版
本
に
よ
っ
て
並
び
に
差
異
が
あ
る
た
め
、
③
に
よ
る
詩
の
排
列
に
混
乱
が
な
い
と
は
保
証
で
き
な
い
な
ど
）
は
、
氏
自
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
編
年
及
び
詩
集
成
立
に
関
す
る
諸
問
題
は
今
後
改
め
て
検
証
す
る
こ
と
と
し
、
本
論
文
に
お
い
て
は
全
面
的
に
朱
東
潤
氏
の
編
年
に
従
う
。
ま
た
詩
を
分
析
す
る
際
、
特
に
重
視
す
る
例
に
関
し
て
は
、
四
部
叢
刊
本
で
の
収
録
位
置
も
確
認
し
た
。
［
４
］
朱
東
潤
氏
の
見
解
で
あ
り
、
筧
文
生
氏
は
実
際
に
赴
任
し
て
い
る
と
す
る
。
本
稿
は
朱
氏
の
編
年
に
基
づ
い
て
い
る
た
め
、
ひ
と
ま
ず
朱
氏
に
従
う
。
［
５
『
中
国
詩
人
選
集
二
集
梅
堯
臣
』
九
～
十
一
頁
。
］
［
６
『
中
国
詩
人
選
集
二
集
宋
詩
概
説
』
一
〇
〇
、
一
〇
一
頁
。
］
［
７
「
撃
壌
」
の
故
事
は
、
石
投
げ
を
し
て
遊
ぶ
老
人
が
堯
帝
の
徳
の
あ
］りが
た
み
に
気
付
か
ぬ
ま
ま
太
平
を
謳
歌
す
る
と
い
う
記
載
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
南
朝
宋
・
謝
霊
運
「
初
去
郡
（
文
選
』
巻
二
十
六
）
」
『
に
「
獲
我
擊
壤
聲
」
と
い
う
句
が
見
ら
れ
、
李
善
注
に
引
く
晋
・
周
処
『
』
、「
、
、
、
、
風
土
記
に
擊
壤
者
以
木
作
之
前
廣
後
長
四
尺
三
寸
銳
其
形
如
履
。
將
戲
、
先
側
一
壤
於
地
、
遥
於
三
四
十
步
、
以
手
中
壤
擊
之
、
中
者
爲
上
部
（
擊
壤
は
、
木
を
以
て
之
を
作
り
、
前
は
廣
く
後
。
は
く
、
長
さ
四
尺
三
寸
、
其
の
形
は
履
の
如
し
。
將
に
戲
れ
ん
と
銳
く
つ
し
て
、
先
づ
一
を
壤
を
地
に
側
て
、
遥
か
な
る
こ
と
三
四
十
步
に
於
そ
ば
だ
い
て
、
手
中
の
壤
を
以
て
之
を
擊
ち
、
中
つ
る
者
を
上
部
と
爲
す
」
。）
あ
と
い
い
、
続
け
て
引
く
漢
・
王
充
『
論
衡
』
須
頌
篇
（
感
虚
篇
に
も
ほ
ぼ
同
様
の
記
載
あ
り
）
に
「
或
年
五
十
擊
壤
於
塗
。
或
曰
『
大
哉
、
、
堯
之
德
也
。
擊
壤
者
曰
『
吾
日
出
而
作
、
日
入
而
息
、
鑿
井
而
飲
、
』
、
耕
田
而
食
、
堯
何
等
力
（
年
五
十
に
し
て
塗
に
壤
を
擊
つ
も
の
或
』。
み
ち
あ
り
。
或
ひ
と
曰
く
『
大
な
る
か
な
、
堯
の
德
や
』
と
。
壤
を
擊
つ
者
、
、『
、
、
、
曰
く
吾
日
出
で
て
作
り
日
入
り
て
息
め
井
を
鑿
ち
て
飲
み
わ
れ
や
う
が
田
を
耕
し
て
食
ら
ふ
、
堯
何
等
の
力
あ
ら
ん
』
と
」
と
あ
る
。
た
。）
な
ん
ら
だ
し
「
撃
壌
」
に
は
二
義
が
あ
り
、
堯
帝
の
故
事
は
石
の
楽
器
を
打
、
つ
と
い
う
意
味
で
石
投
げ
の
遊
戯
で
は
な
い
と
す
る
説
も
あ
る
。
［
８
］
蚯
蚓
が
鳴
く
こ
と
に
つ
い
て
、
古
く
は
晋
・
崔
豹
『
古
今
注
』
魚
虫
に
「
蚯
蚓
、
一
名
蜿
蟺
、
一
名
曲
蟺
、
善
長
吟
於
地
中
、
江
東
謂
之
歌
女
、
或
曰
吟
砌
（
蚯
蚓
は
、
一
名
蜿
蟺
、
一
名
曲
蟺
、
善
く
地
中
。
ゑ
ん
せ
ん
に
於
い
て
長
吟
し
、
江
東
之
を
歌
女
と
謂
ひ
、
或
い
は
吟
砌
と
曰
ぎ
ん
せ
い
ふ
」
と
記
載
が
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
誤
り
で
、
鳴
く
の
は
螻
蟈
。）
ろ
う
か
く
（
オ
ケ
ラ
。
諸
説
が
あ
り
、
あ
る
い
は
蛙
と
い
い
、
あ
る
い
は
「
螻
」
は
ケ
ラ
「
蟈
」
は
蛙
を
指
す
と
い
う
）
で
あ
る
が
、
一
所
に
い
る
た
、
。
『
』
め
に
蚯
蚓
も
鳴
く
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
宋
・
兪
琰
席
上
腐
談
巻
上
に
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
［
９
］
別
居
し
て
い
る
両
親
や
兄
弟
は
含
め
な
い
。
〔
附
記
〕
本
稿
は
、
中
国
中
世
文
学
会
平
成
二
十
八
年
度
研
究
大
会
（
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
九
日
、
於
広
島
大
学
東
千
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
席
上
、
貴
重
な
ご
教
示
・
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
諸
先
生
方
に
、
こ
こ
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
